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図-1 八幡西区の目的別トリップの割合 

表-1 通勤目的における集中量

11201 3832 10.3% 10.3%
11206 3790 10.2% 20.5%
11303 3747 10.1% 30.6%
11304 3102 8.4% 39.0%
11301 2871 7.7% 46.7%
11306 2666 7.2% 53.9%
11308 2505 6.7% 60.6%
11305 2197 5.9% 66.6%
11203 2067 5.6% 72.1%
11401 1618 4.4% 76.5%
11408 1539 4.1% 80.6%
11202 1211 3.3% 83.9%
11402 912 2.5% 86.4%
11404 905 2.4% 88.8%
11307 807 2.2% 91.0%
11406 720 1.9% 92.9%
11403 671 1.8% 94.7%
11302 600 1.6% 96.3%
11405 598 1.6% 97.9%
11205 379 1.0% 99.0%
11204 360 1.0% 99.9%
11407 26 0.1% 100.0%

 発生トリップ 37123 100% 100%

目的地
Cゾーン

集中
トリップ

割合
累積
割合

自動車から鉄道へ通勤手段を変更した場合の CO2削減量-八幡西区を対象にして- 

 

九州工業大学大学院 学生会員 吉武 宏樹 
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1.はじめに 

 現在，地球温暖化による異常気象や海水面上昇と

いった問題が起き，様々な環境対策が施されている．

地球温暖化の主な原因として二酸化炭素(CO2)があ

げられている．そこで，本研究ではパーソントリッ

プ調査(PT 調査)のデータを用いて人の交通行動を分

析し，通勤手段を自動車から鉄道へ変更する場合の

CO2 削減効果について分析する． 

 分析の対象地区として北九州市に着目し，その中

でも特に都心部と地方部の中間的な交通行動を示す

八幡西区を対象とする． 

2.八幡西区における交通目的 

 まず，CO2 排出削減量の推定の前に，八幡西区に

おける交通行動を把握する．ここでは，八幡西区住

民の内々移動のデータを用いて分析をする．今回の

分析では，交通目的は帰宅目的を除き，通学目的，

通勤目的，パート・アルバイト目的，業務目的，買

物目的，その他自由目的の 6 目的に分類し，各交通

目的の割合を男女別に図-1 に示す． 

3.通勤目的の内々移動における目的地の分析 

 今回の分析で用いた PT 調査のデータでは，八幡

西区を中心市街地である黒崎周辺のゾーン 112，折

尾周辺のゾーン 113，八幡西区の南部を占めるゾー

ン 114 の 3 つの B ゾーンに分類し，さらに 3 つの B

ゾーンを計 22 の C ゾーンに分類している． 

八幡西区の通勤目的の全交通手段における内々移

動について C ゾーンレベルで OD 表を作成し，集中

量を表-1 に示す．目的地の上位を占めるゾーンは，

中心市街地のゾーン

11201，黒崎駅北の工場

地帯のゾーン 11206，

本城・陣原周辺の洞海

湾沿いのゾーン 11303

である．これらのゾー

ンは JR の黒崎駅，陣

原駅の周辺であり，続

くゾーン 11304，11301

は折尾駅，本城駅の周

辺で，通勤の主な目的

地周辺には JR の駅が

あり，鉄道利用への変

更の可能性が見込める． 

4.駅周辺間を移動する通勤目的のトリップの分析 

 駅から半径 1km 以内を駅周辺地域として，八幡西

区の 4 つの JR 駅(黒崎駅，陣原駅，折尾駅，本城駅)

周辺を出発地及び目的地とする通勤目的のトリップ

を表-2 に示す．ここで，同じ駅周辺間を移動するト

リップは，鉄道を利用することが考えられないため

省略する．表-2 より，八幡西区の内々移動における

通勤目的のトリップ(37123 トリップ)の内，4637 ト

リップが駅周辺間を移動するトリップであり，その

割合は 12%となることがわかる．さらに，このトリ

ップの交通手段選択率を表-3 に示す．これより，駅

周辺間を移動するトリップの約 6 割は自動車を利用

しており，自動車利用から鉄道利用へ変更すること

による CO2 排出削減効果が見込める． 
表-2 各駅周辺間の OD 表 

黒崎駅周辺 陣原駅周辺 折尾駅周辺 本城駅周辺

黒崎駅周辺 ─ 159 22 47 228

陣原駅周辺 987 ─ 246 64 1297

折尾駅周辺 632 377 ─ 283 1292

本城駅周辺 574 514 732 ─ 1820

2193 1050 1000 394 4637

合計
目的地 発生

トリップ

出
発
地

集中トリップ

表-3 各駅周辺間のトリップの交通手段選択率  

交通手段 徒歩 自転車
自動
二輪

バス 自動車
貨物

自動車
電車 合計

トリップ数 377 493 118 294 2738 64 553 4637

割合 8% 11% 3% 6% 59% 1% 12% 100%
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5.自動車から鉄道への変更による CO2削減量の推定 

駅周辺を移動するトリップのうち，自動車利用の

トリップを鉄道利用へ変更した場合の CO2排出量の

削減効果を推定する．また，交通目的は通勤目的の

みを対象とする． 

八幡西区にある 4 つの JR 駅周辺を出発地及び目

的地とするトリップの内，自動車利用のトリップを

PT 調査のデータより抽出し，トリップ数及び平均所

要時間を求め，表-4 に示す．ここで，平成 17 年度

の道路交通センサスより，関連する道路の混雑時平

均旅行速度を求め，その値を平均することで，対象

のトリップの平均旅行速度を求めると 23.2km/h と

なる．これを平均所要時間に乗じて平均走行距離を

求める(cf.表-4)． 

自動車利用時の CO2 排出原単位は，走行速度に依

存し，平均旅行速度 23.2km/h に対する CO2 排出原単

位を求めると 213g-CO2/km・台となる．トリップ数，

CO2 排出原単位，走行距離の 3 つの値を乗じること

で，自動車利用による CO2 総排出量が求まる．また，

駅間の路線距離(cf.表-4)を用いることで，鉄道利用

による CO2 総排出量も求め，この値と自動車利用時

の値の差が CO2 排出削減量となり，これらの値を各

駅間ごとに表-5 にまとめる．ここで，鉄道利用によ

る CO2 排出原単位には 19g-CO2/km・人を用いる．表

-5 の値は通勤時の片道の値なので，帰宅も考慮する

ことで 1 日の削減量は 7.39t-CO2 となり，週 5 日通

勤すると年間の削減量は 1927t-CO2 となる．同様に

八幡西区住民の通勤目的における自動車利用の全ト

リップの CO2 排出量を求めると，105.5t-CO2 となる．

これより，求めた削減量は八幡西区住民の通勤目的

での自動車利用による CO2 排出量の 3.5％となる． 

6.八幡西区外住民の流入による削減量の推定 

 八幡西区への通勤目的での流入の出発地は，市外

が 5 割以上を占めている．詳細を見ると，遠賀郡か

らの流入が最も多く，約 2 割を占めている．中間市，

若松区からの流入も多く，それぞれ 1 割を超えてい

る．そこで，八幡西区への流入は遠賀郡，中間市，

若松区からの流入に着目する． 

 遠賀郡，中間市，若松区にある JR の駅周辺から

八幡西区の駅周辺への流入について着目し，前述の

方法と同様にして自動車利用から鉄道利用へと変更

した場合の CO2 排出削減量を求め，出発地ごとに表

-6 に示す．表-6 における出発地は，表記してある駅

の周辺の地域のことを示す．ここで，水巻駅，東水

巻駅，遠賀川駅，岡垣駅は遠賀郡で，中間駅，筑前

垣生駅は中間市，二島駅，奥洞海駅，藤ノ木駅，若

松駅は若松区にある駅であり，地域ごとにまとめた

ものが表-7 である．これより，遠賀郡，中間市，若

松区にある JR 駅周辺から、八幡西区の駅周辺へ通

勤目的で流入する自動車利用のトリップを，鉄道利

用へ変更する場合の CO2 削減量は 3.43t-CO2 となり，

八幡西区の内々移動と同程度の効果があることがわ

かった．また，年間の削減量は 1785t-CO2 となる． 

7.まとめ 

(1)八幡西区の内々移動における通勤目的のトリッ

プは，JR 駅周辺のゾーンに集中している． 

(2)JR 駅から半径 1km 以内を出発地及び目的地とす

るトリップの通勤手段を，自動車から鉄道に変更

すると，八幡西区住民の内々移動で 3.70t-CO2，区

外住民の流入では 3.43t-CO2 の削減効果がある．

また，帰宅も考慮し，週 5 日通勤すると，年間で

の削減効果は，内々移動及び流入を合計して

3713t-CO2 となる． 

(3)八幡西区住民の通勤目的における自動車利用時

の CO2 総排出量は 105.5t-CO2 となり，駅周辺間を

移動するトリップを自動車利用から鉄道利用に変

更することで，3.5％の CO2 排出削減効果がある． 

表-4 各駅周辺間を自動車で通勤するトリップの諸データ 

黒崎
陣原間

陣原
折尾間

黒崎
折尾間

黒崎
本城間

陣原
本城間

折尾
本城間

トリップ数 649 413 281 334 467 594

平均所要時間（分） 14.6 17.9 28.6 26.9 13.1 11.7

平均走行距離（km） 5.7 6.9 11.0 10.4 5.1 4.5

路線距離（km） 2.2 3.0 5.2 6.7 4.5 1.5

表-5 CO2 排出削減量 

黒崎
陣原間

陣原
折尾間

黒崎
折尾間

黒崎
本城間

陣原
本城間

折尾
本城間

合計

自動車 782 610 661 741 505 574 3873

鉄道 27 24 28 43 40 17 178

755 587 633 699 465 557 3696

CO2総排出量

（kg-CO2）

CO2排出削減量（kg-CO2)

表-7 区外からの流入による CO2 排出削減量(まとめ) 

遠賀郡 中間市 若松区 合計

自動車 1885 326 1442 3653

鉄道 101 22 105 228

1784 304 1337 3426

出発地

CO2総排出量

（kg-CO2）

CO2排出削減量（kg-CO2)

表-6 区外からの流入による CO2 排出削減量 

水巻駅 東水巻駅 遠賀川駅 岡垣駅 中間駅

自動車 159 407 759 559 202

鉄道 8 21 34 38 15

152 386 726 521 187

筑前垣生駅 二島駅 奥洞海駅 藤ノ木駅 若松駅

自動車 124 361 168 325 587

鉄道 7 23 6 23 53

117 339 162 302 534

出発地

CO2総排出量

（kg-CO2）

CO2排出削減量（kg-CO2)

出発地

CO2総排出量

（kg-CO2）

CO2排出削減量（kg-CO2)

土木学会西部支部研究発表会 (2010.3)IV-013

-578-



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


